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的研究 ● (柳井緯度､岐大 ･農学部)
･重長瀬肥満細胞の活性化機構についての検討
(稲垣直樹､岐阜美大 ･薬理)
･ウイルスの潜伏感染を紙持す.る宿主械梢
(石田貴文､東大 ･理学部)
･サル菜に寄生するアメ一八㌧の病原性についての研究
(塙 裕司､東海大 ･医学部)
(平成 8年)
･重長類におけ.る寄生虫感染とIgE抗体産生応答
(高宮倍三郎､崩天皇大字 ･医学部)
･垂長某の加齢性および旺癌性病変に関する病理
学的研究 (柳井徳磨､岐大 ･農学部)
･サル涙に寄生するアメー)1㌧の病原性についての研究
(橘 裕司､東海大 ･医学部)
･亜長瀬の租税あるいは細胞を用いたアレルギー
反応モデルの作成 (稲垣直樹､岐阜美大 ･薬理)
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